
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 昭和大学 
設置者名 学校法人昭和大学 理事長 小口 勝司 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

医学部 医学科 夜 ・

通信 

0 0 19 19 19  

歯学部 歯学科 夜 ・

通信 

0 0 22.5 22.5 19  

薬学部 薬学科 夜 ・

通信 

0 0 33 33 19  

保健医療学部 看護学科 夜 ・

通信 

0 0 14 14 13  

理学療法学科 夜 ・

通信 

0 0 15 15 13  

作業療法学科 夜 ・

通信 

0 0 18 18 13  

（備考）授業一覧別紙①のとおり 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページによる公表 

https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/ 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 昭和大学 
設置者名 学校法人昭和大学 理事長 小口 勝司 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.showa-u.ac.jp/about_us/foundation.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 
非常勤 他大学名誉教授 令和 2年 3 月

27 日～令和

6 年 3 月評議

員会前日迄 

学校法人の運営に関

する助言 

非常勤 株式会社代表取締役 令和 2年 3 月

27 日～令和

6 年 3 月評議

員会前日迄 

学校法人の運営に関

する助言 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 昭和大学 
設置者名 学校法人昭和大学 理事長 小口 勝司 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

昭和大学の理念・教育理念、各学部教育目標を踏まえ、カリキュラム･ポリシーを策

定し、それに沿ったカリキュラムを編成している。 

 各学部には教育委員会、カリキュラム検討委員会、プログラム評価委員会を設置し、

IR室と連携してカリキュラムの PDCAサイクルを回している。その検討内容をシラバ

スに反映させている。 

 シラバス作成準備は後期から進め、12月～2月にかけて教員によるシステム入力を

行い、第三者チェックを経たのち、3 月中に学生へ公開および大学ホームページで社

会一般に公表している。 

授業計画書の公表方法 https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

昭和大学アセスメント･ポリシーを策定し、学修成果についてディプロマ、カリキュラ

ム、アドミッションの 3つのポリシーに基づき評価している。 

 履修認定については、学則ならびに各学部履修要項に明示している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

・成績評価区分及び Grade Point（ＧＰ）の取扱いについて 

 下表の評価区分により各科目の学年成績に対して Pointを付与する。 

評価 成績評価基準 評価内容 ＧＰ 判定 

秀（Ｓ） 100～90点 到達目標を十分に達成しており、きわめて優秀

な成績を示している。 

4 合格 

優（Ａ） 89～80点 到達目標を達成しており、優秀な成績を示して

いる。 

3 合格 

良（Ｂ） 79～70点 到達目標の達成は、望ましい水準に達しており、

妥当な成績を示している。 

2 合格 

可（Ｃ） 69～60点 到達目標の達成は、望ましい水準には不十分だ

が、不合格ではない。 

1 合格 

不可（Ｄ） 59点以下 不合格 0 不合格 

 

・ＧＰＡ算出方法 

4×(S)取得単位数 + 3×(A)取得単位数 + 2×(B)取得単位数+ 
1×(C)取得単位数 +0×(D)取得単位数 

①当該年度ＧＰＡ＝                                 
当該年度履修単位数（不可（D）の単位を含む。） 

 

4×(S)取得単位数 + 3×(A)取得単位数 + 2×(B)取得単位数+ 
1×(C)取得単位数 +0×(D)取得単位数 

②累積ＧＰＡ＝                                   
総履修単位数（不可（D）の単位を含む。） 

※小数点第 3位を四捨五入する。 

 

・ GPA算出の対象科目 

5段階評価（秀・優・良・可・不可）によって成績を認定された科目 

「合格・不合格」による評価は、対象としない。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://kyoumu.showa-

u.ac.jp/system/syllabusgaku/default.asp?organization

id=5&nendo=2021 

（「昭和大学 GPA実施要項」参照のこと） 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業に関する方針については、各学部履修要項において明示している。 

必要な知識を習得しているか（国家試験に合格するレベルに達しているか）を判定す

る卒業試験を実施している。 

また、医歯薬学部 4年生においては、共用試験を実施し、知識の評価に加え、技能･態

度についての評価も行っている。更に、医歯学部では、卒業時における技能･態度を評

価する共用試験も実施している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/ 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 昭和大学 
設置者名 学校法人昭和大学 理事長 小口 勝司 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.showa-

u.ac.jp/about_us/disclosure/financia.html 

収支計算書又は損益計算書 https://www.showa-

u.ac.jp/about_us/disclosure/financia.html 

財産目録 https://www.showa-

u.ac.jp/about_us/disclosure/financia.html 

事業報告書 https://www.showa-

u.ac.jp/about_us/disclosure/financia.html 

監事による監査報告（書） https://www.showa-

u.ac.jp/about_us/disclosure/financia.html 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：令和３年度事業計画書   対象年度：令和３年度） 

公表方法：https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/financia.html 

中長期計画（名称：令和２年度～６年度中期計画書（改訂）） 

対象年度：令和２年度～６年度 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/self-check.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/self-check.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 

 
学部等名 医学部、歯学部、薬学部、保健医療学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

・昭和大学案内 

（入手方法：https://www.postin-svr.com/entry/showa-u/index.asp より資料請求） 

・ホームページによる公表 

（URL：https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/）    

                  

概要）医系総合大学である昭和大学は建学の精神である「至誠一貫」のもと、真心と情

熱をもって医療の発展と国民の健康増進と福祉に真心をもって寄与する優れた人材を

育成することを目的としている。これを達成するため、各学部教育目標を設定し、教

育･研究に取り組んでいる。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

・昭和大学案内 

（入手方法：https://www.postin-svr.com/entry/showa-u/index.asp より資料請求） 

・ホームページによる公表 

（URL：https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/） 

                      

（概要） 

昭和大学生が卒業時に有している医療人としての能力として、7 つのコンピテンシー

（昭和大学コンピテンシー）を設定している。そして、各学部ディプロマポリシーお

よびコンピテンシーが設定され、教育研究上の目的を達成するためのカリキュラムを

履修し、定められた修業年限の中でポリシーおよび基本的技能を身につけた学生に学

位を授与している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

・ホームページによる公表 

URL：https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/ 

（概要） 

ディプロマポリシーを達成するため、1年次から卒業年次まで体系的で段階的、横断的

なカリキュラムを編成し、各学年カリキュラム・ポリシーを改定している。 

本学の特徴である「チーム医療」を担う医療職に対する理解と自覚を促す目的で低学

年から専門教育を行うカリキュラムとなっている。 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

・昭和大学案内 

（入手方法：https://www.postin-svr.com/entry/showa-u/index.asp より資料請求） 

・ホームページによる公表 

（URL：https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/）  

（概要） 

「至誠一貫」の精神を体現する医療人の育成を目的にアドミッションポリシーを策定

し、学生を広く求めている。 

1）常に真心を持って人に尽くす意欲と情熱のある人 

2）チーム医療を担うための協調性と柔軟性のある人 

3）医療や健康に関わる科学に強い興味を持つ人 

4）自ら問題を発見し解決する積極性のある人 

5）医療を通じた国際社会への貢献に関心のある人 

6）一年次の全寮制共同生活・学習に積極的に取り組める人 

 

※学部ごとのアドミッションポリシーと受入れ方針についてホームページにて公表済 
 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法： 

・昭和大学案内 

（入手方法：https://www.postin-svr.com/entry/showa-u/index.aspより資料請求） 

・ホームページによる公表 

（URL：https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/） 

 



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

医学部 － 108人 107人 292人 1186人 - 1693人 

歯学部 － 25人 16人 42人 158人 - 241人 

薬学部 － 20人 24人 24人 117人 - 185人 

保健医療学部 － 19人 28人 86人 0人 - 133人 

教育部 － 10人 7人 13人 0人 - 30人 

附属研究所 － 12人 8人 15人 8人 - 43人 

その他 － 28人 1人 8人 0人 - 37人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 2361 人 2361人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://researchers-achievements.showa-u.ac.jp 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

教育の質の向上、教育職員の教育能力向上を目的とし、毎年全教育職員を対象に教育者のためのワーク

ショップ（ビギナーズコース・アドバンストコース）やファシリテーター養成ワークショップ、シラバス

作成ワークショップ等を実施している。 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

医学部 119 人 116 人 97.5％ 718 人 712 人 99.2％ 0 人 0 人 

歯学部 105 人 96 人 91.4％ 630 人 598 人 94.9％ 若干名 3 人 

薬学部 200 人 200 人 100.0％ 1,200 人 1,175 人 97.9％ 0 人 0 人 

保健医療学

部 

155 名 157 人 101.3％ 640 人 640 人 100.0％ 10 人 2 人 

合計 579 人 569 人 98.3％ 3,188 人 3,125 人 98.0％ 10＋若干

名 

5 人 

（備考） 

 

 

 

 

 



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

医学部 
124人 

（100％） 

25人 

（  20.2％） 

0人 

（  0.0％） 

99人 

（  79.8％） 

歯学部 
92人 

（100％） 

6人 

（  6.5％） 

0人 

（  0.0％） 

86人 

（  93.5％） 

薬学部 
176人 

（100％） 

9人 

（  5.1％） 

150人 

（  85.2％） 

17人 

（  9.7％） 

保健医療学部 
151人 

（100％） 

5人 

（  3.3％） 

144人 

（  95.4％） 

2人 

（  1.3％） 

合計 
543人 

（100％） 

45人 

（  8.3％） 

294人 

（  54.1％） 

204人 

（  37.6％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

［医学部］本学附属病院、本学附属病院以外など 

［歯学部］昭和大学歯科病院、本学附属病院以外など 

［薬学部］本学附属病院、本学附属病院以外、薬局・ドラッグストアなど 

［保健医療学部］本学附属病院、本学附属病院以外など 

（備考） 

医学部・歯学部の臨床研修医はその他に含む。 

薬学部の進学者 9名のうち 8名、就職もしている。 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）昭和大学の理念・教育理念、各学部教育目標を踏まえ、カリキュラム･ポリシー

を策定し、それに沿ったカリキュラムを編成している。 

 各学部には教育委員会、カリキュラム検討委員会、プログラム評価委員会を設置し、IR

室と連携してカリキュラムの PDCAサイクルを回している。その検討内容をシラバスに反

映させている。 

 シラバス作成準備は後期から進め、12 月～2 月にかけて教員によるシステム入力を行

い、第三者チェックを経たのち、3月中に学生へ公開および大学ホームページで社会一般

に公表している。 

＜シラバス URL＞ 

https://kyoumu.showa-u.ac.jp/system/syllabusgaku/default.asp?nendo=2021 

 

 



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

昭和大学生が卒業時に有している医療人としての能力として、7つのコンピテンシー（昭

和大学コンピテンシー）を設定している。そして、各学部ディプロマポリシーおよびコン

ピテンシーが設定され、教育研究上の目的を達成するためのカリキュラムを履修し、定め

られた修業年限の中でポリシーおよび基本的技能を身につけた学生に学位を授与してい

る。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

医学部 医学科 237 単位 有・無 単位 

歯学部 歯学科 222 単位 有・無 単位 

薬学部 薬学科 194.5 単位 有・無 単位 

保健医療学部 

 

看護学科 129 単位 有・無 単位 

理学療法学科 121 単位 有・無 単位 

作業療法学科 127 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

・昭和大学案内 

（入手方法：https://www.postin-svr.com/entry/showa-u/index.aspより資料請求） 

・ホームページによる公表 

（URL：https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/） 

 



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 
学部 学科 入学年度 入学金 授業料 

（年間） 

その他 備考 

医学部 

  

  

  

医学科 

  

  

  

2021 1,500,000 3,000,000 800,000 寮費・食費  

2020 0 3,000,000 1,500,000 施設設備整備費 

2014～2019 0 3,000,000 500,000 施設設備整備費 

2011 0 2,500,000 1,200,000 施設設備整備費 

歯学部 

  

  

  

歯学科 

  

  

  

2021 1,500,000 3,000,000 800,000 寮費・食費  

2020 0 3,000,000 1,500,000 施設設備整備費 

2013～2019 0 3,000,000 1,000,000 施設設備整備費 

2012 0 2,500,000 2,200,000 施設設備整備費 

薬学部 

  

  

薬学科 

  

  

2021 600,000 1,400,000 800,000 寮費・食費  

2020 0 1,400,000 600,000 施設設備整備費 

2013～2019 0 1,400,000 500,000 施設設備整備費 

保健医療学部 

  

  

看護学科 

  

  

2021 500,000 1,050,000 800,000 寮費・食費  

2020 0 1,050,000 630,000 施設設備整備費 

2017～2019 0 1,050,000 580,000 施設設備整備費 

理学療法学科 

  

  

2021 500,000 1,050,000 800,000 寮費・食費 

2020 0 1,050,000 800,000 施設設備整備費 

2017～2019 0 1,050,000 750,000 施設設備整備費 

作業療法学科 

  
  

2021 500,000 1,050,000 800,000 寮費・食費 

2020 0 1,050,000 800,000 施設設備整備費 

2018～2019 0 1,050,000 750,000 施設設備整備費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

医学部・歯学部・薬学部の学生への修学に関する支援・指導を充実するために学業成績

下位学生に対する修学支援を行っている。  

担当教員に対し、「修学支援ガイドライン」を配布し、業務の内容、指導に当たっての

遵守事項等を周知している。 

修学支援学生の指導に当たり、担当教員は週 1 回程度面談を行い、担当教員は「講義の

理解度」「学習環境」「自主学習時間」「講義の出欠状況」等、学生の様子を聞き取り

指導に当たっている。また、面談内容・指導内容についてはポータルサイト所見（指導

コメント）に入力し、情報を共有している。 



  

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

進路指導・就職支援を教育の一環としてキャリア支援室を設置している。  

学生が自身のキャリアについて、より関心を持つよう、積極的に支援を行っている。具

体的にはキャリアハンドブックを医歯薬 5年生と保健医療学部 3年生に配布した。  

本学独自の進路システム「昭和大学キャリアナビ」を稼働しており、求人票の閲覧だけ

でなく、就職ガイダンスの申し込みや学生の相談内容の記録などが出来る。  

またランチョンセミナー、談話会を定期開催致している。  

国家資格キャリアコンサルタントを取得した事務職員 1名を配置している。 
 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

心的支援、健康相談、生活相談については学生課、学生相談室、保健管理センターが学

生の情報を共有している。学生相談室は電話や Webでの面談も取り入れ、相談しやすい

環境つくり、より良いカウンセリング体制をとっている。保健管理センターでは本学附

属病院施設と連携し、医療情報を共有することでより良い診療、指導が行える環境を整

備している。学生課では毎年オリエンテーション時に学生相談室、保健管理センターの

説明やホームページにも掲載している。 
 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

・昭和大学案内 

（入手方法：https://www.postin-svr.com/entry/showa-u/index.aspより資料請求） 

・ホームページによる公表 

（URL：https://www.showa-u.ac.jp/about_us/disclosure/） 

 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期第Ⅰ区分に1名給付のみの者含む。
後半期第Ⅰ区分に2名、第Ⅱ区分に1名給付のみの者含む。

0人

55人50人

35人

-

-

50人

30人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間後半期

学校名

設置者名

昭和大学

小口　勝司

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

第Ⅰ区分

学校コード F113310103073

12人

-

-

57人

（備考）

内
訳

家計急変による
支援対象者（年間）

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

-

0人

0人

-

0人

0人

0人退学

「警告」の区分に連続し
て該当

計

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含
む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修

業年限が２年以下のものに限る。）

0人

0人

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了
できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その他
学修意欲が著しく低い状

況

３月以上の停学

年間計

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績
が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、
遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計

出席率が８割以下その他
学修意欲が低い状況

-

0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

ＧＰＡ等が下位４分の１

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

0人

-

訓告

年間計

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学

0人

0人

0人

（備考）

（備考）


